
プロローグ

一般社団法人持続可能なモノづくり・人づくり支援協会（略称ESD21)
顧問・理事 鈴木 明夫

テーマ：ものづくりDXの推進啓発の視点
とヒント

―東海地区製造業で重要視されるDX動向や加速化するため
の課題と対策を語り合うー

 2024年10月30日(水) 09:30-11:00  WS-01

Moderator

製造業DX WorlConference2024



※「（一社）持続可能なモノづくり・人づくり支援
協会（ESD21）」によるワークショップです

失われた30年の教訓から事業の競争力を高めるDXへ
の取り組みはもはや待ったなしです。 しかし東海地
区のDXへの企業の取り組みが遅々として進んでいな
いのが現状です。 そのためには各企業が強いDXマイ
ンドでDX推進の加速啓発とDX人材育成を含めたデジ
タル化/DX化への投資をやれる環境づくりが一番重要
です。 それとDXへの経営者と現場が一体での意識改
革が最重要と考えられます。
このパネルでは、DXの現状と問題解決の視点から
その処方箋など多くの課題解決のヒントを議論します。



本日のWSプログラム

1. プロローグ モデレーター：鈴木明夫（ESD21顧問・理事 豊田通商OB）

２．パネリスト立場でのポジショニングトークと各パネリストとの製造業DXを
皆さんと議論するワークショップ

①パネリスト：古畑慶次（ESD21理事、デンソーOB）
「なぜ日本はIT化／デジタル化で世界に遅れているか？」

②パネリスト：吉田信人（ESD21理事、ブラザー工業OB）
「VUCAの時代のDX実現の課題と対応」

③パネリスト：松田信之（一般社団法人情報サービス産業協会（JISA)参事、
中部電力OB）
「ISOイノベーションマネジメントシステムとデジタルガバナス
コード3.0」

開始：０９：３０

終了：１１：００



設立：２０１０年 本拠地：愛知県名古屋市
ミッション：TPS(トヨタ生産方式） + ICT（情報通信）とのシナージで

企業競争力向上支援 ＝ DX（Digital Transformation）
ものづくりDXの推進啓発を「三方良し」で活動

主たる活動：TPSの基本とDXとの相性をもとにDX時代の経営改革関連の
オープンフォーラム開催、DX人材育成やＤX関連ビジネス支援
及び交流の場の提供

ESD21法人会員コラボでのDX伴走支援事例ー「経営者の覚悟が成否を決める

引用:DX認定制度概要 2022年10月1日経済産業省

2024



平成元年（1989年） 時価総額

順位 企業名 兆円
① NTT 24.4
② 住友銀行 10.1
③ 日本興業銀行 9.8
④ 第一勧業銀行 9.2
⑤ 富士銀行 9.1
⑥ IBM 8.7
⑦ 三菱銀行 8.3

⑧
エクソンモービ
ル

8

⑨ 東京電力 8
⑩ 三和銀行 7,2
⑪ トヨタ 7.1

39   トヨタ 2,504 約38兆円

日米の株式時価総額の栄枯盛衰
・時価総額ではアップル社がトヨタを9社も買える
・2003年創業の米テスラは、トヨタを含め、日本の全自動車メーカを買える

約430兆円

2024年1月時点 Wright Investers Service, Inc



●「アジャイル」な組織での意思
決定と働き方

TPSから学んだ「理想的な仕事進め方」。変化に素早
く対応し、より早く顧客に価値を提供できる。

③IT業界の課題
・多重下請構造（マル投げ）
・雇用規制、定額請負、人材不足
・ウオーターフォール型開発手法

①企業のヒエラルキー型組織
スピードが求められる情報化社会において、階層型
組織での意思決定力に欠けるなどデメリットも浮彫

●第三の波に乗るアメリカ
●ICT投資やICT人材育成が産業の
情報化は経済成長に

●ベンチャーキャピタルの存在

DX化に日本がアメリカに勝てない理由

SCRUM

②自動車業界サプライチェーン
のヒエラルキー構造

一次サプライヤ(Tier1)

二次サプライヤ(Tier2)

三次サプライヤ(Tier3)



「種の起源」の著者ダーウインの言葉

「最も強いものが生き残る訳でなく、
最も賢いものが生き残る訳でもない。
唯一、生き残るのは最も素早く変化に
対応できるものである」

DX推進！！ 
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